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　社会経済情勢、市民アンケート、現状と課題及び将来展望を踏まえ、10年後の上田市の理想の
将来都市像とキャッチフレーズを次のように掲げます。

ひと笑顔あふれ
輝く未来につながる

健幸都市＊

住んでよし 訪れてよし
子どもすくすく幸せ実感

うえだ

市民が明るく健康で暮
らせるまちは笑顔

があふれます。誰もが暮らし
やすい笑顔あふれるまちづく
りを目指します。

上田市は晴天率が高く、
田舎の魅力と都市

の利便性を兼ね備えた、とても暮
らしやすいまちです。また、多く
の魅力ある観光資源を持っていま
す。いつまでも住み続けたい！何
度も訪れたい！住みたい！と思え
る「ふるさとうえだ」を目指します。

子どもたちは希望であり
宝です。上田

市の将来を担う子どもたちが、恵まれた
自然の中で健やかに生まれ育ち、個性を
伸ばし、「ふるさとうえだ」を大切に思い、
夢や希望を持って上田の地で活躍してい
くことを願います。そして、子どもから
お年寄りまで、みんな元気で幸せに暮ら
せるまちを目指します。

市民一人ひとりがライフ
スタイルにあった幸

福を感じ、いきいきと健康に暮
らせる、人と人がつながるまち
づくりによって、上田市の将来
にわたる持続的な発展を目指し
ます。

市民の力強い活動
と若者が集ま

るまちづくりによって、未
来に向けて、まちの活力、
魅力、輝きを高めます。
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住んでよし
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子どもすくすく

　幸せ実感
輝く未来につながる

将来都市像
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＊健幸都市：人口減少・少子高齢化が急速に進
む中、高齢になっても地域で元気に暮らせる
社会を実現するために、身体面の健康だけで
なく、人々が生きがいを感じ、安全・安心で
豊かな生活を営むことができるまち（スマー
トウェルネスシティ） 

＊健幸：健康で幸せなこと。身体面の健康だけ
でなく、人々が生きがいを感じ、安全・安心
で豊かな生活を送れること。
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　将来都市像の実現に向け、まちづくりに取り組む上での基本的な考え方として、
基本理念を次のように掲げます。

市民力
市民自らできることは自ら行い、自分
たちの地域は自ら創っていくという

「自助」の心がけが欠かせません。市民
一人ひとりが上田市のために何ができ
るかを考え、参加するまちづくりを進
めます。

地域力
地域力向上のためには、地域コミュ
ニティを土台とする、共に支え合う

「共助」が欠かせません。福祉、環境、
子育て、教育、防災などの分野にお
いて、実践的な仕組みによる支え合
いのまちづくりを進めます。

行政力
行政サービスの維持・向上を図り、
協働のまちづくりを進めるために、
行政力「公助」の向上が不可欠です。
職員の意識改革と横断的連携を図り、
不断の行財政改革を行い、市民とと
もに歩む行政経営を進めます。

しみんのチカラ

ちいきのチカラ ぎょうせいのチカラ

基本理念に
込める想い

市民力、地域力、行政力、
それぞれが役割を果たし、
協働のもと、まちの魅力と

総合力を高めます。

　　とは、市民、地域コミュニティ（自治会など）、市民活動団体、事業者、
行政など、様々な人や組織が、共通する課題の解決や目的実現のため、

互いの特性を認め、対等な立場で役割分担を行いながら協力し、主体的に活動す
ることです。
　協働によって、各主体の特性や得意分野を生かし、ネットワークを利用するこ
とで、単独で行う以上に市民が望む幅広い事業展開ができるなど高い効果が発揮
されます。

協働

基本理念
第２部　まちづくりビジョン
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　将来都市像の実現に向け、推進する施策の6つの方向性と基本目標を次のように掲げます。

自治・協働・行政 健康・福祉自然・生活環境 教　育産業・経済 文化・交流・連携

基
本
目
標

施
策
の
方
向
性

笑
顔
あ
ふ
れ
、
互
い
に
尊
重
し
合
い
、
い
き
い
き
暮
ら
せ
る
ま
ち
を

つ
く
る
主
役
は「
ひ
と
・
地
域
」
で
す
。不
断
の
行
財
政
改
革
の

取
組
の
も
と
、市
民
協
働
と
地
域
内
分
権
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、将
来
に
わ

た
っ
て
、暮
ら
し
や
す
さ
と
健
全
財
政
を
両
立
し
、持
続
的
に
発
展
す
る
ま
ち

を
目
指
し
ま
す
。

豊
か
で
幸
せ
が
感
じ
ら
れ
る
暮
ら
し
に
、
心
と
体
の
健
康
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。地
域
医
療
の
充
実
と
一
人
ひ
と
り
の
健
康
寿
命
延
伸

を
目
指
し
ま
す
。社
会
保
障
の
充
実
を
図
り
、と
も
に
支
え
合
う
地
域
福
祉
を

推
進
し
、誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
、子
ど
も
を
産
み
育
て
る

幸
せ
が
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
意
識
と
行
動
が
環
境
、
景
観
、
安
全
を
守
り
ま
す
。市

民
協
働
で
、自
然
や
住
環
境
の
保
全
、防
災
・
防
犯
に
取
り
組
み
、

次
世
代
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。暮
ら
し
を
支
え
る
様
々
な
イ
ン
フ
ラ
の
計
画
的

な
整
備
と
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
り
、快
適
な
市
民
生
活
を
維
持
し
、

賑
わ
い
と
交
流
を
生
み
出
し
ま
す
。

未
来
の
上
田
市
を
支
え
切
り
拓
く
の
は
、
無
限
の
可
能
性
を
持
つ
子

ど
も
た
ち
で
す
。学
ぶ
意
欲
や
生
き
る
力
＊
を
育
み
、
夢
や
希

望
を
持
っ
て
た
く
ま
し
く
自
立
す
る
人
材
を
育
て
ま
す
。生
涯
学
習
＊
や
ス

ポ
ー
ツ
は
、
健
幸
＊
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
要
素
で
す
。誰
も
が
い
つ
で
も
気

軽
に
学
び
親
し
め
る
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

市
民
の
安
心
の
暮
ら
し
、若
者
世
代
の
結
婚
、出
産
、子
育
て
に
、安
定

し
た
雇
用
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
が
持
つ
特
色
、

潜
在
力
を
伸
ば
し
、働
く
な
ら
上
田
、買
い
物
な
ら
上
田
、訪
れ
る
な
ら
上
田

の
活
力
を
生
み
出
し
、暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
、新
た
な
人
の
流
れ
を
呼
び

込
む
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

文
化
芸
術
は
生
活
に
潤
い
、豊
か
さ
、活
力
を
与
え
、人
を
惹
き
つ
け

る
ま
ち
の
魅
力
や
風
格
を
生
み
ま
す
。受
け
継
い
だ
文
化
を
守

り
生
か
し
な
が
ら
、新
た
な
文
化
を
創
造
し
ま
す
。ま
ち・ひ
と・し
ご
と
の
好

循
環
を
生
む
た
め
に
、交
流
・
連
携
が
重
要
な
視
点
で
す
。地
域
資
源
を
生
か

し
、人
と
人
、ま
ち
と
ま
ち
を
つ
な
ぎ
、賑
わ
い
と
活
力
を
生
み
出
し
ま
す
。

市民が主役の
まちづくり

ともに支え合い
健やかに
暮らせる
まちづくり

安全・安心な
快適環境の
まちづくり

生涯を通じて
学び豊かな
心を育む
まちづくり

誰もが
いきいき働き
産業が育つ
まちづくり

文化を育み、
交流と連携で
風格漂う魅力ある
まちづくり

施策大綱
第２部　まちづくりビジョン

24

ま
ち
づ
く
り
計
画

地
域
の
特
性
と
発
展
の
方
向
性

附
属
資
料

第２部　まちづくりビジョン第２部　まちづくりビジョン 25

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

序
　
論



「KPI」　（重要業績評価指標）　≪CSFの進捗状況を測る指標≫（主なもの）
内　容 基準値 計画目標（令和７年度）

●自治会や各種団体等で構成される住民自治組織の設立数 11組織
（令和元年度）

市内全域で設立
※最大15組織を想定

●市内路線バス輸送人員数 116.2万人
（令和元年度） 115.0万人

●６次産業化＊認定事業所数（累計） ３事業所
（令和元年度） ６事業所

●特定保健指導＊実施率 75.8％
(令和元年度) 82.0％

●特色ある学校教育の取組に対する市民満足度 23.1％
（令和元年度） 30.0％

●空き家情報バンクを利用した移住・定住者の数 25人
(令和元年度）

250人
（25人/年	10年間）

「CSF」　（重要成功要因）　≪KGIを達成するための重要な要素≫　総合戦略＊の数値目標
内　容 基準値 計画目標（令和７年度）

◆従業者数（全業種） 71,860人（平成28年） 73,000人

◆産業が元気なまちになっていると感じる市民の割合 12.8％ (令和元年度) 20.0％

◆合計特殊出生率＊ 1.52（平成30年） 1.61

◆社会移動（転入者数−転出者数） ▲68人（令和元年） 213人

◆健康寿命 女性：83.19歳
男性：78.92歳（平成22年）

女性	：	延伸
男性	：	延伸

「KGI」　（重要目標達成指標）
「上田市の総人口」

平成27（2015）年　156,827人　⇒　令和７（2025）年　15万人以上

後期まちづくり計画における指標体系
第２部　まちづくりビジョン

　平成28年３月策定の「前期まちづくり計画」では、令和７年における上田市の将来目標人口を14万６千人
以上に設定していましたが、平成30年３月公表の国立社会保障・人口問題研究所（社人研）の推計によると、
上田市の人口は令和７年に14万９千人と、将来目標人口に対し３千人程度増加すると予想されました。
　しかしながら、令和27年には、平成27年の15万６千人から約８割に相当する12万８千人程度まで減少
すると予想され、地域経済の縮
小や地域コミュニティの担い手不
足、年金・医療・介護を中心とし
た社会保障費用の増加など、様々
な面に深刻な影響を及ぼすことが
懸念されます。
　こうした中、「後期まちづくり計
画」では、令和２年３月改訂の「上
田市版人口ビジョン」での推計を
もとに、計画全体の成果を測る最
上位の指標として、令和７年にお
ける上田市の将来目標人口を15
万人以上に設定し、後期５年間に
おける地方創生の取組を推進して
いきます。
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